
令和５年度まちづくり提案活動支援事業
分類 団体名 事業名 事業費予算額 事業費決算額 市補助金決定額 市補助金確定額 提案区分 事業概要 事業実績・効果

1
人権・協働・文

化
香芝市国際交流市民の会「グローバル香芝」

国際交流の事業推進（在住外国人の
日本語教室・支援者のための日本語
勉強会)

190,000 136,193 142,000 102,000
行政提案
（国際交流の
推進事業）

在住外国人のための日本語教室・支援者のための日本語勉
強会を実施し、在住外国人が安心して暮らせるようにくらし
の疑問にも答えていき国際交流を推進していく。

日本語教室を月３回合計で３３回開催。
日本語勉強会は３回開催。
１回目：地域に暮らす外国人が求めることとは？
２回目：日本語を学ぶとはどういうこと？
３回目：日常にある日本語を母語ではない人の視点で考え
る。やさしい日本語を学んで使ってみよう。
３回に渡りワークショップを交え初めての参加者にも分かり
やすい内容で開催でき、興味を持つ方が増えた。

2

子育て・教育、
人権・協働・文
化、産業・観

光

特定非営利法人　平和のための香芝戦争展 第２2回　平和のための香芝戦争展 400,000 301,369 300,000 226,000

行政提案
（戦争と平和に
ついて考える
事業）

8月に「被爆７８年・原爆犠牲者追悼のつどい]を行う。ま
た、ふたかみ文化センターにて遺品展示、パネル展示、ビデ
オ上映、紙芝居、戦争体験談の語りを行い、市民とりわけ子
ども達に核兵器や戦争の惨禍、悲劇の現実と平和の尊さを
訴え、学んでいただく。

参加者３５０名（被爆のつどい：５０名、戦争展：約３００名）
戦争体験の継承が難しくなってきている状況の中、２つの
行事がトラブルなく実施できた。香芝市外、奈良県外からも
多数の参加があった。

3

子育て・教育、
人権・協働・文
化、産業・観

光

特定非営利法人　平和のための香芝戦争展 第２2回　平和のための香芝戦争展 600,000 293,389 240,000 117,000 市民提案型

１１月５日に、戦争遺跡「どんづる峯地下壕見学会」を行い、
１２月に市民参加を募った「ぞうれっしゃがきた」などの合
唱を含めた「市民音楽祭」を開催する。
その他、年間を通してどんづる峯地下壕見学の案内や香芝
地域の戦争体験の聞き取り調査を行い、成果情報を都度
ニュースや冊子にまとめていく。

１１月５日開催 屯鶴峯地下壕見学会17名参加
１２月９日平和音楽祭開催 約300名参加
※地下壕見学者 年間約100名参加
学校からの初参加や出演があり、香芝市外・奈良県外から
も参加があった。

4 子育て・教育 NPO香芝わくわくクラブ
わくわくサイエンス講座＆わくわくド
ローン講座

430,930 433,279 125,000 125,000 市民提案型

「社会に永く携わった者の務めとして後に継ぐことは、社会
の一員としてのつとめである」をモットーに、子ども達の大
好きなわくわくする不思議な科学実験や工作を参加者と共
に楽しみながら、子どもたちが未来から必要とされる多様
な未来力に繋がる「気づき・考え・行動する」に繋がるきっか
け創りを活動目的とし、わくわくサイエンス講座、ロボット＆
ドローン講座を開催する。

「わくわくドローン＆プログラミング講座」　（全５回）３０組
参加
「防災DX講座」６組参加　「わくわく工作講座」不特定多数
参加
「わくわくクッキング講座」１０組参加
すみれ教室へプログラミング出前講座　（全３回）８名参加
「ボランティアフェスティバルIN香芝２０２３」で３種の工作
体験不特定多数参加
「わくわくサイエンス講座」　５組参加
従来個別に開催していた講座の一本化により、一度で３つ
のわくわく体験が可能になったことで充実感が増し、新た
な気づきや多様な「学び合い」の相乗効果を得ることができ
た。更に、地域内外からの「出前講座」の継続依頼に繋がっ
た。

5 自然・環境・都
市基盤

二上ツリーピットガーデン 二上駅周辺の樹木枡の草抜きと草花
の植栽、歩道の清掃

84,000 51,872 63,000 30,000
行政提案型
（道路の緑化・
景観づくり）

街の景観美化、ポイ捨て、ペットの置き糞防止、歩行や視界
を妨げる雑草の除去、歩行者が四季の花を観察、鑑賞でき
る街づくりを行い、安全で住み良い街づくりに貢献する。

・植え枡とその周辺の除草、ゴミ拾い、植栽（年間３１回）
・活動紹介と苗代の寄付を募るためバザーを開催。
・近隣の保育園より、園児が散歩中に歩道花壇の花や昆虫
を楽しんでいたとお礼を言われた。
・ポイ捨ての減少。
・除草によって見晴らしが良くなり、歩行者の安全を図るこ
とができた。
・同様のボランティアを立ち上げたいという問い合わせが
あった。

6 人権・協働・文
化

香芝市商工会女性部
「かしまち未来くる（ミラクル）セミ
ナー」＆「グッとファミリーフォトコン
テスト」

430,000 309,774 322,000 232,000

行政提案
（男女共同参
画社会の推進
事業）

「男は外で仕事・女は家庭で家事育児」というような地域社
会の固定観念を払拭すると共に、性別にとらわれず各々が
社会的役割に基づいた存在として共存する社会の確立を最
終目的とし、「主夫」や「主婦」といった性別を前提としない
「ホームエンジニアリング（家事の専門家）」という考え方を
広く浸透されたい。その第一歩として、家族単位での意識改
革と多様性のある働き方を提案することで、女性の就業率
や社会進出の後押しを目指す。
「仕事と家庭の調和（ワークライフバランス）」・「女性のキャ
リア形成と社会進出」・「男性のキャリア形成の家庭進出」等
をテーマとした啓発事業を実施する。

かしまち未来くるセミナー（全３回）を開催した。
第１回９月２日　午前：参加者９名、午後：参加者１２名
第２回１１月１８日　午前：参加者８名、午後：参加者５名
第３回１月２７日　午前：参加者８名、午後：参加者９名

グッとファミリーフォトコンテストを実施した．応募総数１３
件。

女性を中心に幅広い年代の方に参加いただき、セミナ―ア
ンケートは概ね満足評価をいただいた。これらのセミナーや
フォトコンテストへ参加したことにより、家族の在り方や男
女共同参画について再認識していただき、今後、社会と積
極的に関わるきっかけになれたと考える。

7 自然・環境・都
市基盤

花いっぱいの会 花いっぱい運動事業 151,000 147,262 60,000 58,000 市民提案型

穴虫西地区内の公民館や道路に設置した花壇に四季の草
花を植え、美化運動を進めていく。また、年末には紅白の葉
ボタンを公共施設に配布するとともに、地区内の希望家庭
へ配布し、各家庭の玄関先に飾り、地区内の美化に協力し
ていただく。

葉ボタン、ベゴニアの植栽など、地区内公共施設などの美化
と住み良いまちづくりに貢献した。

8 安全・安心 五位堂地区活性化倶楽部 救命講習会・防災講演会の開催 200,000 256,151 100,000 100,000 スタートアップ

五位堂周辺地域を中心に掲示板による募集やポスティング
によるチラシ配布で受講者を募り、公民館等を利用して心
肺蘇生法やAEDの使用方法について講習会を実施する。
また、防災士を講師に迎え防災講演会を２回実施し地域住
民の防災知識の向上を図るとともに、タイムライン防災を学
び、ワークショップを開催してコミュニティ及び家族のタイム
ラインを作成したり避難確認カードを作成し有効活用でき
るようにする。将来的に香芝市の各地域に活動エリアを広
げ市内全体の防災力向上につなげたい。

市内の共同住宅、老人ホーム、保育所等で、救命講習や防災
講演会を開催し、災害時の防災力の向上を図った。
AED設置施設では、緊急時に確実に使用できることを目標
に講習会を行った。また防災研修においても我家のタイム
ラインを考え作成してもらった。断水時の非常給水の方法
を提案し共同住宅に設置できた。

9 人権・協働・文
化

香芝市文化協会 第3回　ふたかみ文化祭（舞台発表部
門）

224,000 249,982 112,000 112,000 市民提案型
芸術・文化を愛する香芝市を主体に活動する、個人並びに
団体の親睦・交流を深め、香芝市の文化の発展を図る事業
を企画・実施する。

３５組のプロ、アマそして個人、グループによる舞台芸能発
表の開催ができた。参加・入場者の目標は７９０名以上で
あったが、実績は１０８２名と大きく目標を達成できた。高校
生以下の出演が２９名で、入場者は６６名あり、子どもの参
加がうかがえた。
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10
自然・環境・都

市基盤
西真美花の会 来て、見て、触って西真美へ 400,000 253,291 260,000 189,000

行政提案型
（道路の緑化・
景観づくり）

フラワーロード（市道五カ所五位堂線西真美口から北へ西
真美郵便局まで）・西真美２丁目バス通り（オオタケガスから
西真美終点まで）を夏から秋はポーチュラカ、春はビオラと
年２回の植栽活動と周囲の美化清掃を兼ねた景観管理を行
う。

６月から１１月はポーチュラカ、１２月からはビオラと年２回
の植栽。フラワーロード西側８５５苗、東側９７７苗、パス通り
西側１９０苗、東側１６２苗、合計２１８４苗の植栽活動実施。
タバコの吸い殻、空き缶、空ペット等のゴミが少なくなり地
域の美化、良好な環境維持に効果があった。地域外の方か
ら激励や御礼の声があり、花の会の発信する機会ができ
た。花の好きな方や高齢者の健康維持のため、活動の場の
提供、また自治会の行事、他サークルの交流、協力が増え
た。

11 人権・協働・文
化

子育てサポートグループ　Doula club　 障がいを抱える子どもと家族のため
の花プログラムサポート

631,240 279,501 138,000 138,000 市民提案型

障がいを抱える人が社会での生きづらさに苦しみ、二次的
障害として精神疾患を発症している原因のひとつとして、
安心して人と楽しむ場所の少なさが考えられる。花や植物
に触れる体験ワークショップ、また色をつけ、切る、貼るな
ど思いのままのアートで自由に自己表現をする体験を通じ
て、心身の健康バランスを整え、その事業を継続実施するこ
とで、より多くの参加者が出会うきっかけとなり、参加者同
士の関係をつなぐ事業とする。

花や植物に触れる体験ワークショップと、色をつけ、切る、
貼る等アート体験ワークショップを行い、完成した作品をカ
メラで撮影し、オリジナルアルバムを制作するプログラムを
実施。休日は親子、家族で、平日は母親や大人が参加でき
るよう、休日２会、平日１回に設定し実施。
花プログラムに加え、アートで自由に自己表現するプログラ
ムを実施し、心の解放や浄化作用等、精神の安定につなが
り、参加者の表情が柔らかく、そして笑顔が増え、会話も増
えていく様子がうかがえた。

12 安全・安心 ペット防災 with wan ペット防災 with wan 79,131 80,329 79,000 71,000 スタートアップ

国は東日本大震災での経験よりペットを飼養している人が
災害時に自宅からペットと一緒に避難する（同行避難）を推
奨しているが、同行避難と同伴避難を勘違いしている方が
多く、安全なペット防災を一緒に学び、防災の基本である自
助と共助に繋がるペットの飼い主同士の横のつながりを広
げる事業を行う。

ペット防災の会員向け勉強会・ペット防災セミナーを開催
し、２０名の参加者があった。ふれあいフェスタの参加では、
ペット同伴を仮定した防災訓練の実施をし、参加者は30名
でペット防災手帳は午前中で１００部配布終了できた。

13 子育て・教育 NPO法人　T-seed 子育て広場「まみひろば」 102,000 103,462 100,000 100,000 スタートアップ

子育て中の親子の居場所づくりを行う。毎週金曜から日曜
日に開催し、普段子育て広場を利用しない親子や父親な
ど、より幅広い市民を対象とし、子育ての不安感等を緩和
し、子どもの健やかな育ちを促進するものである。

土曜日に開催した「まみひろば」では、２時間の開催で１００
名以上の来場があり、活動の周知を行い交流の場をつくる
ことができた。イベント以外の日の開催では２０９名の参加
者があった。土日は父親の参加も多く、普段子育て広場を
利用しない父親が多く利用したことで効果が得られたとい
える。また、家族揃っての利用も複数ありくつろげる居場所
づくりができた。

14
産業・観光、

自然・環境・都
市基盤

どんづるぼうの森 どんづるぼう森の学校 117,050 72,550 87,000 54,000 市民提案型

県天然記念物の屯鶴峯だけでなく、成因も地質的にも同質
で繋がった、より広域を「どんづるぼうの森」として対象域
とする。
その域内で特異な地形・地質、森の様々な生物相（動植物菌
類微生物など）、域内に残る文化的歴史的資産（地下壕やサ
ヌカイトの旧石器時代の遺跡）、これら全体を有機的一体と
してとらえ、その大きな魅力を再発見再確認し、広く知らし
め、将来に向け少しでも保全整備していく活動を行う。

・キノコ観察会、屯鶴峯地学観察会、二上山地学ハイク
・毎月定例、森のルート整備：草刈り、ゴミ拾い、道整備
・どんづるぼうの森の地図作成、印刷、配布
・ササユリ・コバノミツバツツジ花株本数調査
・屯鶴峯の地学的知識、興味が深まり、市民へ少しずる広
がっている。
・森のルートの整備が進み、子ども達のハイキングができ
た。
・楽しい絵地図ができ、森の楽しさをより広げられた。

15 子育て・教育 香芝市社会福祉法人連絡会
SDGｓ推進のためのカッシー食堂（こ
ども食堂）運営事業

973,960 371,547 340,000 235,000
行政提案型
（みんなで知ろ
う　SDGs！）

市内でのSDGｓを推進するための取り組みとして、「カッ
シー食堂（こども食堂）」を年４回開催し、フードロスや環境
問題を中心としたＳＤＧｓに関する学習機会を提供する。ま
た、子ども食堂として、誰しもが温かな食事を受け、安心し
て過ごすことのできる居場所をつくることで、子ども達の
健やかな成長を応援する。

年４回のカッシー食堂（こども食堂）を開催できた。参加者
合計４７１人（こども２４７人、おとな２２４人）
こども食堂の運営を通じ、フードロスや環境問題を中心とし
たSDGsに関する学習の機会を提供した。また、こども達に
温かな食事と、安心して過ごすことのできる居場所を提供
し、こども達の健やかな成長を応援した。

16 人権・協働・文
化

一般社団法人香芝市スポーツ協会
スポーツを通じた健康・生きがい作り
～市民誰もが参加できるスポーツ教
室～

1,028,000 379,426 343,000 0 行政提案型

子どもから大人また障がいをもっている方まで、さまざま
な世代の方にスポーツの楽しさを知ってもらい、また今後
継続して体を動かしてもらえる環境作りを行う。そして、市
民の健康・体力・生きがい作りにつなげる。
全４９回の教室・イベントを開催。

・ラージ卓球教室、K-POPダンス教室、K-POPダンスワー
クショップ、ボッチャイベント、YOGAと多種多様な教室を
開催することができ、スポーツ教室を通じて、市民の皆さま
にスポーツの楽しさを知ってもらい、身体を動かしてもらえ
る環境作りができた。

※収入が事業費を上回ったため、最終的に補助金はゼロと
なった。

17
子育て・教育、
健康・福祉、
産業・観光

特定非営利活動法人エース かしばPK選手権大会 643,600 580,869 482,000 392,000 行政提案型

誰でも気軽に参加することができるＰＫを通して、子どもか
ら大人まで体を動かすことの楽しさや心身ともに健康な生
活づくりに資するとともに、ボールを蹴るなどの楽しさを体
感することで、スポーツへの関心を高め、スポーツの普及、
振興を図ることを目的としている。また、現地にて香芝市の
事業者と協働で、選手、観戦者等をターゲットにお弁当やド
リンクを販売して、地域活性化事業を行う。

PK大会を通して、当初の目的（スポーツの普及・振興）及び
事業者と協働で地域活性化事業を達成できた。
参加登録チームは４８組、参加者２６４人（大人１４８人、子ど
も１１６人）であった。講師として元プロサッカー選手の２名
にボールの蹴り方やゴール守備など教えていただき、プレ
イ披露などで会場を盛り上げていただいた。
出展事業者は３店舗。

採択 合計欄 6,684,911 4,300,246 3,293,000 2,281,000

行政提案型

8

市民提案型

6

スタートアップ

3


